
平成 23 年 8 月 29 日 
公益社団法人地盤工学会 関東支部 

 

地盤工学におけるリスクマネジメントに関する事例研究委員会 

第 17 回委員会議事録（案） 

 

場 所：地盤工学会会議室 

日 時：2011 年 8 月 29 日 14:30～17:00 

出席者：日下部委員長，中山委員，伊奈委員，大日方委員，岩崎委員，大里委員，正垣委

員，上野オブザーバー，岸田オブザーバー，伊藤幹事 

欠席者：大久保幹事，西田委員，薦田委員，小嶋委員，笹倉委員，兒島委員，外狩委員，

石井委員，大和オブザーバー，稲垣オブザーバー，渡部オブザーバー 

 

１． 委員会審議事項 

1) 前回議事録の確認（伊藤幹事） 資料 17-2 

議事録案にて了承された 

2) 前々回議事録の確認（伊藤幹事） 資料 17-3 

議事録案にて了承された 

3) 地盤工学会誌の講座執筆について 資料 17-4～17.8 

・ 講座執筆開始時期前倒しの経緯について（日下部委員長） 

4/22 午後開催の正副会長会議にて，リスクマネジメントの講座と東日本大震災

関係の話が話題となり，これらを担当していた村上副会長から講座小委員会張

委員長へ連絡して，前倒しをして掲載することが決定した。 

 

・ 各章の進捗状況について（伊藤幹事） 

 

タイトル 執筆担当 原
稿

査
読

校
正

掲
載

1 講座をはじめるにあたって 日下部 
✔ ✔ ✔ 

7 月号 

✔ 

2 リスクとリスクマネジメント 大日方・正垣・伊藤・稲垣 
✔ ✔ ✔ 

7 月号 

✔ 

3 地盤リスク対応の現状と地盤

工学の役割 

中山・笹倉・正垣・大里・西田
✔ ✔ ✔ 

8 月号 

✔ 

4 自然災害・法令・社会情勢等の

動向と地盤リスク 

正垣・西田・大里・笹倉・中山・

伊藤・上野・外狩 
✔ ✔ ✔ 9 月号 

5 地盤リスクマネジメントと社

会・経済システム 

日下部・兒島・伊奈・稲垣・大

久保・薦田 
✔ ✔ 

8 月

末? 
10 月号

6 裁判事例から見た地盤リスク 稲垣・薦田・伊藤・大久保・小

嶋・伊奈 
✔ 8/31 

9 月

末 
11 月号
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7 契約と地盤リスク 岩崎・大日方・岸田・渡部 
✔ 

9 月

末 

10 月

末 
12 月号

8 講座を終えるにあたって 日下部 
✔ 

9 月

末 

10 月

末 
12 月号

 

・3 章まで掲載済みで，4 章は校正済み。 

・6 章～8 章まで委員会内で読み，意見交換を行った。 

【6 章の指摘事項】 

① 2 頁目「全体に 1%～」 

②地盤リスクの定義があいまいになっていないか？ 

・目的に対する不確かさの影響 

③共同執筆者の文脈の整理 

④訴訟関係の記載 

【7 章の指摘事項】 

①デザインビルド方式と設計・施工一括発注方式が混在しているので，設

計・施工一括発注方式へ統一（既に 3 章にて設計・施工一括発注方式と記載さ

れているため） 

②図 7.2 の横軸と文字の軸合わせ 

同図軸タイトル「設計変更額」の額が抜けている 

【8 章の指摘事項】 

① 地震名の統一（東北地方太平洋沖地震（気象庁名称）に統一している） 

②もう少し検討 1 頁追加で検討 

 

・講座執筆に関する原稿料について（資料 No.17-8） 

講座執筆に関する原稿料について伊藤幹事から説明があり，了承された 

 

4) 地質リスク学会との共催シンポジウム 資料 No.17-9～17-10 

平成 23 年 10 月 21 日（金）に地質リスク学会と共催で地盤リスクマネジメン

ト シンポジウムを開催する件について，伊藤幹事より説明があった。 

 

【大里委員による PPT を用いた説明】 

・講演内容については，講座で記載した内容を整理して話すことで良いのでは

ないか？ 

 

・報告者の発表時間等については，発表者と岩崎委員・伊藤幹事で調整する。 

・シンポジウムの司会者，受付係等についても調整する。 

 

5) その他・連絡事項 

・委員会の今後について 
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講座執筆もある程度一段落が付き，委員会活動についてどうするかについて検

討する必要がある。 

とりあえず， 

①  講座原稿を使った講習会 

②  本（市民や行政機関職員を対象としたもの） 

が挙げられる。 

①については，講座が完了次第，講習会の実施について検討する。 

②については，9 月末を目処に大里委員と稲垣オブザーバーで検討して頂き，

メール審議としたい（その際，章立て（と執筆者）が決まっていると作業しや

すい） 

 

地盤リスク委員会としては，発展系として政治・行政・技術の連携の上で技術の

法整備がどのようにできるのかについて調査するような会を作りたいという希望

が日下部委員長からあった。これは，今年度日下部委員長と伊藤幹事で科研費に

申請する予定でいる。 

 

・講習会と（可能であれば）書籍執筆で，本委員会としては，発展的に活動終

了しても良いのではないか。 

 

6) 次回委員会の予定（第 18 回目以降の日程） 

第 18 回 10 月 31 日 14：00～ 17：00 

第 19 回  月 日  ：  ～  ：   

 

 

２．配布資料 

資料16－1. 議事次第 

資料16－2. 前回議事録（案） 

資料16－3. 前々回議事録（案） 

資料16－4. 掲載済み原稿（1 章～3 章） 

資料16－5. 校正（再校）原稿（4 章） 

資料16－6. 査読回答原稿（5 章～6 章） 

資料16－7. 執筆原稿（7 章～8 章） 

資料16－8. 講座原稿料に関するメール 

資料16－9. ML 地質/地盤リスク全国大会 

資料16－10. 地質リスク学会 事例研究発表会 参加申し込み等資料 

資料16－11. 委員会名簿（平成 23 年 8 月 29 日現在） 

 

以上 

 




